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満開の西川さくら堤、今年も幼稚園児の遠足や地域の人々の
お花見で賑わいをみせた

‐平成19年度事業計画|

西
行
法
師
は

「願
は
く
は

花
の
し
た
に
て
春
死
な
ん
そ

の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
こ
ろ
」

と
い
う
有
名
な
和
歌
を
残
し

て
い
る
。

六
十
歳
代
の
お
の

れ
の
死
を
こ
う
い
う
言
葉
で

表
現
し
、

こ
う

い
う
情
景
の

中
に
見
つ
め
、

希
求
し
て
い

た
。

そ
の
心
が
ひ
と
き
わ
人

の
心
を
ゆ
る
が
し
た
。

西
川
の
桜
並
木
を
散
策
し

て
い
る
と
ふ
と
こ
ん
な
思
い

に
誘
わ
れ
る
自
分
が
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

今
度
市
の
予
算
で
、

桜
並

木
に
堤
灯
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ
も
飯
塚
会
長
の
ご
尽
力
に
よ
る
も

の
と
感
謝
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

工
事

は
、

二
月
中
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

ポ
ー
ル
が

一
基
設
置
さ
れ
る
。

西
川
緑
地
愛
護
会
で
は
、

二
月
中
に
工

事
が
終
わ

つ
た
場
合
、

桜
の
開
花
の
時
期

に
あ
わ
せ
て
、

雪
洞

（ぼ
ん
ぼ
り
）
の
点

灯
の
準
備
を
し
た
い
と
い
う
。

二
Ｏ
Ｗ
の

電
球
二
〇
箇
を
用
意
。

四
月
六
日
か
ら
三

週
間
を
夜
桜
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

花
見
に

一
杯
と
カ
ラ
オ
ケ
は

い
か
が
で
す
か
。

今
の
う
ち
か
ら
、

町
内

会
で
予
定
を
組
ん
で
み
ら
れ
る
の
も
、

楽

し
み
の

一
つ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

卸
まみ
扇
ぞ
磐

平
成
十
九
年
七
月
四
日

（水
）
に
、

坂

井
輪
小
学
校
視
聴
覚
室
に
て
、

第
二
回
坂

井
輪
小

・
小
新
中
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
総
会
が
行
わ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、

佐
藤
幸
雄
市
議
会
議
員
〔
山
田
西
区
長
、

小
日
中
学
校
長
、

古
俣
小
学
校
等
の
出
席

を
い
た
だ
い
た
。

議
題
の
中
で
、

広
報
誌
を
年
二
回
発
行

と
全
戸
配
布
か
ら
回
覧
形
式
に
変
更
す
る

と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
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て 参織馳‐むか縁   ‐ 朦
新
潟
市
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
呼
応

し
、

通
称
大
堀
幹
線
の
歩
道
の
花
壇
、

三
十

一
か
所
に
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
で
、

秋
植
え
の
パ
ン
ジ
ー
三
百
鉢

が
植
え
ら
ま
し
た
。

さ
る
二
月
二
日
に
、

坂
井
輪
小
学
校

の
体
育
館
で
、

地
域
ふ
れ
い
あ
い
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
餅

つ
き
大
会
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、

多
く
の
親
子
で
大
に
ぎ
わ
い

の
盛
況
で
あ

っ
た
。

年
に

一
度
の
餅

つ
き
大
会
と
あ

っ
て
、

子
ど
も
達
も
大
張
り
切
り
に
杵

（き

ね
）
を
持

っ
て
、　

一
生
懸
命
に
餅

つ
き

を
し
て
い
た
。

川
に
落
ち
た
小
学
生
を

ど
裁
鶏
あ
換
▲し
翔
選
膏
メ

二
月
十

一
日
に
事
故
が
起
こ
っ

た
。

場
所
は
、

西
川
で
あ
る
。

小

学
校
の

一
年
生
の
女
の
子
が
川
に

落
ち
た
の
を
亀
貝
の
亀
島
勝
子
さ

ん
が
発
見
し
、

小
新
の
長
島

一
郎

さ
ん
が

一
一
九
番
に
通
報
。

偶
然

通
り
か
か

っ
た
小
新
中
学
校
三
年

生
の
神
保
亨
平
君
が
、

亀
島
さ
ん

た
ち
の
叫
び
声
を
聞
い
て
、

川
に

落
ち
て
い
る
女
の
子
を
川
か
ら
引

き
上
げ
た
。

新
潟
市
西
消
防
署
は
、

こ
の
行

為
に
対
し
て
、

二
月
二
十
三
日
に

人
命
故
助
の
感
謝
と
し
て
、

三
人

に
表
彰
状
を
贈

っ
た
。

納 た 占 □ ま 占 習 く u
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ふれあい トーク真剣に話し合い

西川クリーン作戦街灯パ トロール
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自治会標旗の前
に整列 された参
加者

応急担架で怪我人を運ぶ訓線に

中学生が力を発揮

一度に600人分のとん汁が出来る
非常用大釜で参加者の給食準備 リヤカーを使つて怪我人を想定 し

た救出訓練に小新中学校の生徒も

多数参加

上越市内に46か所ある 「資源ごみ集積所」や、最
新式の生ごみのリサイクル施設などを見学

― 「ごみ」収集13分別の先進地、上越市を視雲 1
:当校区の坂井輪東部地区自治会連合会と西川緑地

!愛護会が合同で、10月30日上越市を視察

納 た 占 □ ま 占 」 く 明
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一

児
童
生
徒
の
登
下
校
の
安
全
確
保
を
す

る
た
め
に
、

平
成
十
九
年
度
十

一
月
二
日
、

学
校
区
三
十
三
自
治
会
総
出
で
、

通
学
路

防
犯
灯
の

一
斉
点
検
が
実
施
さ
れ
た
。

新
潟
市
が
、

新
た
に
設
け
た
通
学
路
防

犯
灯
設
置
の
助
成
制
度
に
、

当
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
か
ら
の
申
請
が
認
め
ら
れ
、

平

成
二
十
年
度
予
算
で
、

小
新
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
脇
の
通
学
路

（右
下
）
に
、

防
犯

灯
が
五
基
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

平
成
十
九
年
度
十

一
月
に
、

小
新
中
学

校
向
か
い
か
ら
、

開
新
橋
ま
で
の
間
に
、

四
基
の
街
路
灯

（水
銀
灯
）
が
地
元
自
治

会
ほ
か
の
陳
情
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。

（左
下
）

心肺蘇生訓練を真剣に
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三役会=[こ三EE2王]=[二ZttZ三二]
=小 針山手中央自治会運合会

会長 福 島  富

(校区自治会)

=坂 井輪小自主防災会

総務部長 生 野 政 夫

=小 新中学校区青少年育成協議会

広報部長 摩 尼 久 晴

( )は 参加団体

《事務局=新潟市坂井東 1-2-1

平成18年度運営費決算 平 成19年度運営費予算

(小学校区スポーツ振興会)

監事=寺尾前通2自治会

会長 村 山今朝男

い新中報区
弓律
年
評臀 曇蟹休香塁森含警評

坂井輪小学校区スポーツ振興会

副会長 浦 澤 稔 夫

青少年健全育成活動部会長
まちづくり活動部会長

環境美化 ・環境保全
活動部会長

文化 ・スポーツ振興
活動部会長

(坂井輪小学校区自主防災会)

=坂 井輪地区民児協議会

会長 佐 藤 俊 夫

(坂井輪地区社協 ・校区各支会)

=坂 井輪東部地区自治会連合会

=晴 美団地自治会

会長 田 中 民 司

=坂 井輪東部地区自治会連合会

(地区防犯協会)    副 会長 川 田 利 惟

=兼 務 川 日 利 雄

(西川緑地愛護会大堀幹線花づ くりの会)

=小 針橘町自治会

渡辺  稔

=小 新南自治会

会長 宮    満

監事=寺尾台自治会

会長 中 野間 茂

□は役員 ・部会長

坂井輪小学校ボランテイア室》

造
幽
果
後
蚤
弱
！
梅
の
書
が
ふ
く
ら
み
、

春
を
告
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

会
報
の
届
く
頃
は
、

一竿
業
式
、

人
事

異
動
と
人
生
に
お
け
る
悲
喜
こ
も
こ
も
な
季
節
を
迎
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、

新
し
い
出
発
を
す
る
四
月
。

新
鮮
な
心
で
、

活
躍
す
る
場
を
１
い
ざ
い
き
め
や
も
。

　

（摩
尼
）

暑平成20年度行事・活動予定(1月～12月)

‐譲

平成18年度事業費決算
1 収 入の部

平成19年度事業費予算
1 収 入の部

子
,

中
車
■
韓
義

4弾呼叫ⅢⅢヤ響野■
車韓
車申
す専
=車
車れ も遼寿革わ■議Ⅲ
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1 収 入の部 1 収 入の部

2 支 出の部


